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8)  峯村正実．がんにならないため B 型肝炎の治療．肝がん撲滅フォーラム 2013（市民公開講座）；2013 Jul 27；富山． 
9)  峯村正実．肝疾患の血液検査データの見方．富山県肝炎治療コーディネーター養成研修会；2013 Nov 28；富山． 
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10)  細川 歩．切除不能大腸癌肝転移に対する治療レジメンの選択．第 1 回石川県大腸癌肝転移治療を考える会；2013 Jul 
1；金沢． 

11)  細川 歩．HER2 陽性胃癌の実際．滋賀 HER2 陽性腫瘍セミナー；2013 Jul 12；滋賀． 
12)  細川 歩．消化器癌治療のトピックス．魚津市医師会学術講演会；2013 Jul 18；魚津． 
13)  細川 歩．食道癌 DCF 併用療法後の二次治療．Gastrointestinal cancer conference；2013 Aug 10；東京． 
14)  細川 歩．大腸がんの薬物療法．富山大学附属病院 市民公開講座「ここまでわかった！がんの基礎から最新治療ま

で」；2013 Sep 14；富山． 
15)  細川 歩．S-1 による術後補助化学療法．POTENT 北陸エリアミーティング；2013 Oct 11；金沢． 
16)  村上 純．貧血の原因．広報あさひ．2013 Sep；9：11． 
17)  村上 純．発熱編 3－長期は悪性腫瘍も念頭に．富山大学附属病院編．富山：北日本新聞社；2012．病気のシグナ

ル；p. 38-9．（2012 年未掲載分） 
18)  宮園卓宜．原発性マクログロブリン血症に対するトレアキシン治療．第 2 回トレアキシン研究会；2013 Mar 15；富

山． 
19)  宮園卓宜．低用量からの漸増投与でデフェラシロクス治療された高齢者の一例．Toyama Iron Overload Seminar；2013 

Nov 13；富山． 
20)  宮園卓宜．GDP 療法の当科での使用経験．悪性リンパ腫フォーラム北陸；2013 Nov 20；金沢． 
21)  田尻和人．肝細胞癌とラジオ波焼灼療法．富山県診療情報管理研究会研修会；2013 Feb 9；富山． 
22)  田尻和人．細胞チップシステムを用いた抗原特異的モノクローナル抗体の取得と HBV ワクチンの作用機序の検討．

産業総合研究所セミナー；2013 Mar 29；つくば． 
23)  田尻和人．Sorafenib 後治療の重要性．HCC YG Symposium；2013 Jul 20；大阪． 
24)  田尻和人．肝がんの最近の話題．富山県肝臓週間講演会，肝がん撲滅フォーラム；2013 Jul 27；富山． 
25)  安藤孝将，杉山敏郎．米国消化器病週間（Digestive Disease Week:DDW）2013－基礎より－．Helicobacter Research．

2013；17(5)：471-3． 
26)  安藤孝将．消化器研究最前線 Summing Up．The GI FOREFRONT．2013；9(6)：59-60． 
27)  安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，南條宗八，植田 亮，梶浦新也，三原 弘，野村祐介，藤波 斗，西川 潤，小

川浩平，杉山敏郎．Docetaxel を含む化学療法不応例に対する weekly paclitaxel の治療成績．GI Cancer Academy；2013；
富山． 

28)  安藤孝将．胃がんにおける DNA メチル化異常と診断及び治療への応用．GI cell biology；2013 Jun 20；東京． 
29)  三原 弘．消化器内科から見た急性腹症の診療アルゴリズムとピットフォール．MEDICAL TORCH；2013 Feb 22-23． 
30)  三原 弘．第 4 回富山大学附属病院内科救急・ICLS 講習会（JMECC）ディレクター；2013 Jun 23；富山． 
31)  三原 弘．ピロリ除菌，いつするか？今でしょ！ 糸魚川市医師会講演会；2013 Aug 22；糸魚川.（招待講演） 
32)  三原弘，吉田啓紀，安田一平，髙木宏明，植田 亮，西川 潤，南條宗八，蓮本祐史，安藤孝将，藤浪 斗，梶浦

新也，小川浩平，細川 歩，杉山敏郎．診断，治療に難渋した大腸炎の 1 例．IBD Infliximab Meeting；2013 Sep 25；
富山． 

33)  三原 弘．腹部症状の鑑別～鍼灸で診れる病態，診れない病態～．第 7 回統合医療支援セミナー（SIM セミナー）；

2013 Nov 8；東京．（招待講演） 
34)  三原 弘，鈴木庸弘，山脇秀元，杉山敏郎．TRPV2 欠損マウスは胃排出異常を呈する．第 6 回 J-FD 研究会；2013 Nov 

9；東京．（招待講演） 
35)  梶浦新也．高齢者大腸癌の化学療法の治療成績．第 16 回北陸大腸癌研究会；2013 Mar 2；石川． 
36)  梶浦新也．盲腸癌多発肝転移症例提示．第 1 回大腸癌若手研究会；2013 Dec 21；富山． 
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	富山大学杉谷キャンパス研究活動一覧37輯 107
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